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天
てん

祭
さい

の時に使用する天棚です。天祭

とは、農家
の う か

の人々が五穀
ご こ く

豊穣
ほうじょう

（米や

麦などの穀物
こくもつ

が豊かに実ること）、

天下
て ん か

泰平
たいへい

（世の中が平和に治
おさ

まるこ

と）、村内
そんない

安全
あんぜん

、風雨
ふ う う

順 調
じゅんちょう

（気候
き こ う

が

うまく移り変わること）を神様に願
ねが

う

行事です。下籠谷では、神明
しんめい

神宮
じんぐう

の

境内
けいだい

に組み立て式の上演
じょうえん

舞台
ぶ た い

である

天棚を組み立てて、若者
わかもの

を中心に村を

あげて行うお祭りです。下籠谷の天棚

は、全てケヤキの木（柱だけは柳
やなぎ

の

木）で造
つく

られており、唐
から

破風
は ふ

（丸みを

付けて造られた屋根
や ね

の部分）の上下、

柱にとても細かい彫刻
ちょうこく

が施
ほどこ

されてい

ます。江戸時代に造られたものです

が、保存
ほ ぞ ん

状態
じょうたい

はとてもよいです。 
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